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イヌエンジュ の組織培養

戸旧忠雄(1).出島正帯 (2)

Tadao TODA and 九1asahiroT AJIMA 

Tissue culture of MααckiααmurenS1S 

Rupr. et Maxim. var. Buergeri C. K. Schneid (inuenju) 

要旨 イヌエンゾュの無関発芽曲の111;軸を外植体に用いた組織培養を行い，ゾユート形成，発根

性，順化等について検討を行った。無関種子はホルモンフリーのMS培地で76.0%の発芽不を示し

たが，家系による速いも認められた。初代培養におけるンュート形成不は96.7%で 8AI'単用の

W ドM培地で良好であった。特に sAP1.0rng/Qの添加区で半均15.64;. 1外植体から長高24本

の二/ュー卜が形成された。家系別では平均 4.0~1 1.7本のシュートが形成され，家系による違い

が認められた。発根培養では. Nl¥l¥O.Olmg/ f!添加した WP.'v1培地で84.0%の発恨率が認めら

れたほか. '，)l¥Aの低濃度において発恨率が高まり，根の数も増加する傾向が認めりれた。また，

家系別ω発根率はo~73.7% (干4上司52.3%)で家系による違L、が認められた。順化はノ¥ーミ斗キ

ライトで70.0%のj成功率であったが，幼植体の根の充実粍度によって成功率に異なりが認められ

た。得培養ステ-:/における試験結果の最高値を用い，最適条件下で情養した場合の面本生産量

は. 1外植体から 205日間に約1.4万本と試算された。

1 はじ め に
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イヌエンジュ(ルfααckiααmμrensisRupr. et :¥1axim. var. Buergeri C.K.Schneid )は， マ

メ科のカライヌエンジュの変種で，北海道の平原や本州中部地ノケの海抜1.200mまで自牛している落葉高

木である。生育は広葉樹の中では比較的良いノらに位置つけされており，同年生で樹高12m，幹周1mにな

る11)。材は環干し材で電く，堅密である。心材部は暗褐色，辺材は淡黄色を早し，色の対比からも美し t'0 

このため，高級家具類，彫刻材，菓子器などの材料として)よく利用されており，特に建築内装材として

の床柱は珍重されている6)。また，庭木や庭岡樹にも適しており，以前は樹皮を薬用や染料に使用してい

たといわれる 2)。近年，天然のイヌエンジュが減少傾向にあり，その対策として既存林分の保存や材の集

約的な利用がされている。また， ー方では，人工造林も推進されており， これに関連した育白，育林技

術も確立されつつある。

九州では本種の分布は見られず， 同属近縁種のハネミイヌエンジュ (Mααckiα floribundα 

Takoda)がわずかに分布している。ハネミイヌエンジ A は葉型，花等の外部形態がイヌエンジ A と類似

しており，また，材質面でも高品質材として評価されている。宮崎県都城製材共同組《の 1993~ ，例年

(1)， (2) 林木育種センタ一九州育種場
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における rrf当たりの平均価格はケヤキ (ZelkυW (1 serr白1(1 Makino) 11.2万円， イチイ (1'αxus 

cuspidαtαSieb. i':ucc.) 11.1力円，ハネミイヌエンンュ 10.1万I'Jであり，価格の上位にランクされて

おり，用材として，木材市場においても関心の高い樹稀の つである。また，熊本営林同ではハネミ

イヌエンシュを貴重樹種として位置付けており，針広1Ji交休における|司障の取り扱いは単木的な管理を

行うように指導している 1)。しかし無A陀繁嫡法の問題，あるいは経済的評価や造林技術の遅れ等から

人工造林の実績はそれほど多くはなく，苗木も宮崎県でわずかに生産されているに寸ぎない。

イヌエンジュの市本生産はt:.¥こ'長生によって行われており，無性繁殖法では， さし木が実験的にfjわ

れているが，いずれも 2~ 3%の低い発根+であるら)。また，実牛繁殖法では，発牙て率はら0~90%，早苗

率は85% と高いものの，種了の E2凶が 3~ 5年であり，白木中産lま不安定である 5)0 J見夜ではLll採り白

を養成して前栽する hi去も{丁われているが， 乙れも絶対量に限度ーがあり，安定した白木生庄が望まれて

いる。

こうしたことからイヌエンジュの優良本の選抜など育極的な山ーからの対比、の要請もあり，明殖法に

関しては組織情養技術をfflいた大量増殖技術の開発が期待されている。

ゴ場でイヌエンシュの組織培養を1988年から実施しているのは，イヌエンンュはハネミイヌエンンュ

との額似点が多く， イヌエンジュにより開発された組織培養技術の移入が司能であるほか，材料の人手

が寄易であったことがその環由でもある。

イヌエンジュの組織培養の結果については日本林学会九州支部など7.8.8.10)に報告しているが，本幸¥1は

これまでの報告に，新しく得られた知見を追加して取りまとめた。

2 材料と方法

本試験では無菌発穿苗の匹帖を外植体に用いた。1!ff肉的に発年させた苗(以卜一無菌発芽苗)は直接外

植体として使用できるため，組織地養の材料としては効率的であるo 1m画発芽苗同の稽下は1987年に東

北林木育種場(現林木育種センター東北育干草場)が樹高 16m，胸尚l亘任43cmの孤立木から採取して保

布していたものを尉いた。

1987年に分譲を受けた種子は，家庭用冷蔵庫内(5'C)で保存し，必要に応じて使用した。また， 1989 

年には Table1に示した己家系の種子を新たに人fした。なお， r口]樹種における各培養ステーシの子

順をド1ε1 に示した。
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Tabl巴 l 精子の採種源と100粒当たりの種子重

Seed source and weight of seerl in M αmurenstι 

var. Buergeri CInuenjyu) 

家系 採種地 100粒重

W cight of 100 Secds Yamilics S巴edsourc日日

A 北海道夕張市消のが¥(民有地 No.l)

Yubari Hokkaido CPrivatc forest No.1) 

同 (民有地 NO.2)

Yubari Hokkaido (Private fore己tNo.2) 

2.65g 

B 3.87g 

C 東北林木育種場 3.59g 

D 

Tohoku Brcerling Office 

北海道営林局武島川常林署官内福山Hl当区部|付
Take己imaHokk且idoCN ati onal f orest) 

北海道iJ別市分示台緑町

Ebctu Hokkaido 

5.25g 

E 218g 

2. 1 無菌発芽苗の育成

1988年，種子の中から充実した大粒のものを選別し，これを70%エチルアルコール (Ethano])

5 分間，次 lこ0.25%の塩化第二水銀溶液 (HgCI2) で 15分間，種子の表面を|口l転滅菌し，殺菌水に4~5

IU!浸漬して付着した殺菌剤iを除いた。最後に20時間程度滅菌水に浸漬して発芽{足進を行った。処理

が終了した種子はクリーンベンチ内の清紙の上で風乾させ，次に示す発芽用i青地にまきつけ(以下置床)

fこ。

発芽用培地は Table.21こ示したように:¥1S基本培地 (MUTIA日日ICET.& SKOOC， F. '62基本構地;

以下 MS培地)3)及び寒天培地の 2種類とし， 両者今に 6ペンシルアミノプリン (6-Benzvl 

aminopurine:sAP)をlmg/{!添加した区とホルモンフリー区の 2水準をそれぞれ設けた。各I青地と

も， 1 {!当たりサッカロース 20g，寒天8gをtJnえpH5.1に調整した後，試験管に12cc程度分注し蒸気

滅菌を行い， クリーンベンチ内で冷却した後，種子を置床した。

1990年に 5家系の種子を用いて発芽率の違いを調査した。培地はMS培地のホルモンフリーとし，種了

の滅菌等は1988年の場合と同様な手11国で行った。なお，発芽試験の環境条件は両年ともJ目度240C，照度

3，000Lux， 16時間口長である。

2. 2 初代培養におけるシュ ト形成

l外植体から多数のンュ←トを得ることは大量増殖を行う卜で重要なことである。ここでは外柚体か

らのシュー卜形成及ひ生一肯等について検討した。

1988年の初代培養はWPM基本培地 CWoodyplant m巴dium'82基本培地;以卜WPM培地)2)を用

いた。植物ホルモンは Table. 1に示したように， I:lAPをO.5mg/正及び1.0mg/{!添加l三， それに

ホルモンフリードの 3ノ'1<'隼とし，ナフタレン酢酸(Ni¥A)を O.50mg/{!とホルモンフリーを組み合

わせた 6培地で行った。
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1990年に 5家系の無菌発芽荷を外植体に用いて初代培養を行った。培地は前同(' 88年:Table 4. 

l¥Jo.25試験反)の試験で最も成績の良かった WPM培地lこB!¥Pl.0mg/P.を添加したものである。 irt司

ofとも培地は， 1 P.あたりサッカロース 20g，寒天8gを加え pII5.4に調整したものである。

外植体は置床後10円前後で種皮が脱落し， 2~3cm に伸長したものの rlJから，子葉や)j.f;馳等の正ー常なも

のを選んで用いた。また，外値体の調整はクリーンベンチ内で行い，滅菌漉紙の kで無関発:lf前の幼芽，

f葉郎，恨の部分を除去し，腕軌を 5mm程度の大きさに分割して培地に移植した。この時期，無関発

芽前の組織は軟弱であるので，薄刃のメスを使って軽く手前に引くように切断し， 切断由'の組織を損傷

させないようにした。また，調整済みの外植体は乾燥防止のため，滅菌水を人れたビーカに一時ストッ

クした。

I音養条例はJ足度240C，照度3，000Lux，16時間日長である O 以下各試験とも断りのない限り同一培養条

件て'1Jった。

2. 3 発根培養

発根培養は Table6.に不したように， WP¥1培地に¥fAAを0.01， 0.20， 0.50mg/ P.を添加した 3

水準の単用似と， これにインドール略酸 (IBA)を0.5mg/P.を各々添加した M:準，計 6組合わせの

I青地を市いた。また，家系)jiJの発根性について WPM培地iこI¥AAO.Olmg/P.を添加した培地を用いて

試験を行った (Tablc7. )。

発似培地に用いた外植体は初代培養で形成したシュートの中から比較的生育の良いものを選び，滅菌

処理は行わずに直接置床した。

発恨調査は置床40t:lElに，根長が 5mm以上のものを対象にし，発恨個体数，根数，恨の形態等につ

いて行った。また，発根培養に際しては次のような事に宵意した。すなわち，発根培地への移植はシュ

卜がuく成長したものをカルスとともに試験管から取りI:Hし， シュート形成基部から切り離し， すばや

く発恨培地にさしつけた。さらに， シュートを切り取った後のカルス(小さいシュー卜も合む)は周辺

を -1，4)切除してF'ig.1にポすように，新しく調整した土庁地に再置床し， シュート形成までの期間の短

縮を行った。

2. 4 11頃化

Jll画化は発恨したものの中から，幼梢体が 4cm以i生育し恨の部分の比較的発達している個体を選ん

で使用した。まず，試験管から取りだした発根苗は，仮に付省した寒天を滅菌/J<で洗い落とし，乾燥防

止のために滅菌水の中に』在ストソクした。

移植は直径10cmのぷ焼鉢を用い，用上はパーミユキライトと苗畑の黒土の 2種類を用いた。各用土は

素焼鉢に 7分目紅度に詰め，オートクレ プで滅菌した後，冷却して l木ずつ移植した。次に移植した

鉢は，縦46crn，横64crn，深さ34cmのプラスチソク容探に入れて透明なヒニールで覆い，乾燥防止のた

め市販の蒸気発午器を使って泌度調整を行った。移植 7H目に容器から鉢を取り山し， さらに室什で 7

日間育成した。移植 2週間後にJI国化室に入れて遮光$70%で約 3ヶ月間養面した。養苗途中， 直径16cm

のビニールポットに梢待えを行い，一回由の曲がりを支柱で矯正した。



70 林木育種センタ 研究報告第13号

3 結果と考察

3. 1 無菌発芽首

種子の置床10日及び20日目における培地目11の発穿状況を Tablc;2 にぶした (Photo.1.)0 20日日の

発芽率はM8培地でホルモンフリ 区 (N0.1試験地)が76%，B八ド添加ILx (0102) が68%であった。

T，乱lbl凶e2 イヌエンジユのプ允t

ト日:f汀[ec1of }日)AP口mccli川lリ1川I日rn口川t口I口]c刈dBcいCnt刊r、'alc、けn 芯ο rmln 乱LlOn 

of l九~1 α mηIIωiυre♂nωι l凶sva引¥rゐ B μ ε引r王芯;.e引r、.iCIn孔川UC!日1J口yuωIρ ) 

発芽本数

試験区番号 培地の種類 f) 1¥ l' ベンレ卜 Ccrminated seed (%) 

NO.of Medium Bc、nraLc

expenment rng/ Q rng/ Q 10 Days 20 Days 

Nu.1 M8 11 (140) 19 (76.0) 

010.2 11.18 lmg 9 (36.0) 17 (680) 

010.3 Agar 5 (20 0) 6 (24.0) 

Nu.4 Agar lmg 7 (280) 8 (32.0) 

NO.5 Agar 10mg 4 (160) 5 (20.0) 

NO.6 Agar 1mg lOmg 5 (20.0) 7 (28.0) 

計 Tutal 11 (273) 62 (41.3) 

各試験l豆25試料 Eachtests : 25 Explants 

Cundition : Sucrusc : 20ε/ Q， Agar: 8g/ Q， pII: 5.4， 

ー方，寒天培地の発芽率は20-32%であり，

:V18培地に比べて低い値であった O また，寒

天培地におけるホルモンフリ 区で20，21%， 

BAPlmg/ .eの添加lぎは28，32%となり，ホ

ルモンフリー灰に比べ若干高い発芽ネとなっ

TこO

家系別種子を用いた発芽ネは Table3に

示した。平均発芽ギは36%であり， 1988斗に

行った:V18培地のホルモンフリー区の発芽ギ

(76%， Tablc2.-No.l試験!x)に比べて低

い値を示した。また，家系別の発芽*は10-1

00%と家系聞に若しい違いが認められ， 100% 

発芽した E家系を除くと他の家系は10-30%

の発芽率であり，前畑の発芽率より (50-90

Photo. 1 無菌発芽苗(まきつけ20日間)

Sterilized seedling's of Mαmαrensis var. Ruergeri 

at 25 days after sawing 
condition:¥IS rnidiurn， Bi'lP lmg/ Q， 

Sucrosc 20mg/正τ i'lgar:8g/Q， pH:5.4 

%) 4)低い値となった。このことは，家系による違いや種子の保存方法等の影響も考えられる O

無菌的に発芽させた芽ヰミえのほとんどは無菌であるが，種子の殺菌が不完全な場合や置床時の作業中
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コンタミが'1:ずることもある。試験管の場合は lf立を， g要 r~'~ '/ヤーレの場台は3~に雑菌が混入すると，

他の個体も感染している可能性1f立を置床するが，後者の場合 1本でも汚染されたものが発見されたら，

棄却した)jが望まし L、。があるので，

家系別の発芽状況Tilblc 3 

Cerminalion rate品川()ngfi刊 familir，s

発よJミ数

¥一().ofCcrmln臼tcd

seorl (%) 

まきつけ数

:¥0. ()[ 

Scc:cl 

家系

卜可amilics

己(25.0) 

6 ( 30 0) 

3 ( 15.0) 

2 ( 10.0) 

20 (1000) 

20 

20 

20 

20 

20 

A

H

C

D

E

 

36 ( 360) 

Condilioれ MSrncrlium， Hormonc frcc， 

Sucrusc : 20g/ Ji.， Agar 匂/f2， pIl: 5.4 

ハH
V

H
H
V
 

l
 

百十 Tolal 

初代培養におけるシュー卜形成2 3. 

シ4 卜形成は置床1O~14 日円にGAP添加院のト\0.23及び'.J0.26の|占j試験区で認められ，試験いくによっ

てユ/ュー卜形成に遅速が見られた。 40日目の結果を Tablo1に示した。試験区別のシュー卜形成個体

率(以下シュート形成率)は ¥[0.24の試験医の80%(25例体中20個体からシュ 卜形成)を除いて他の

試験灰はいずれも 100%を示した。

式験区によって変異が認められた。この中， hえも発生したシュートの平均本数は1.5~15.6本であり，

シュート数の多かった個体はト-:0.25の試験区において l倒体から24-4:のシュートが発生した (Photo

他の試験rx:は 2シュートの伸長室はNo.23及び'¥0.25の試験1><今て、半均10mmであったが，2.3)。また，

1¥ 0.26の試験反ではシュートの先端部が褐変する個休が認めら~25mmでバラツキが見られた。また，

れたが，枯担にまでは至らなかった。

Table 4からも明らか発根した個体が認められたの初代I斉養においてシュート形成ばかりでなく，

i¥ o. 22のl¥AA単周IXでは供試した全外植体から発恨また，なように [¥0.21の試験区で21外柄体から，

それらのとド均根数は 9.4本であった。こうした現象はホルモンの種穎や量等が影響しているしており，

今l口|の試験からは明らかにできなかった。ものと考えられるが，

しかも濃度は 0.5~ 1. 0mg/ Ji.が以卜の結果から，初代培養におけるシュート形成は si¥P単同区で，

適量範囲と考えられるが，値物ホルモンの種類や添加量についてさらに検討が必要である。

1990年に行った家系別の初代培養は '88年の試験で最も結果の良かった ¥[0.2.5の試験lぎと同じ培地組

成fえびホルモンて、実抱した (Mst~地-B i\P l. Omg/ f2)。調杏は 2mm以 1伸長したシュートを数え，
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その結果を Table51こ不した。全体では33個体中29の個体からシュート形成が認められ， 1個体当りの

平均シュート数は 2~19本であった。また，家系別の平均シュート数は10~117本と家系によって異な

Tablc 4 イヌエンジュの無菌発芽苗を用いたわJ代暗養におけるシュ 卜発生数 (40日目)

Number o[日hoot[ormation in 1st generation (after 40 days) 

i'v1.amμrensis var. suergeri Clnucnjyu) 

植物ホルモン シュ卜発生

lIormone conc. N um bcr of shoot 
lanl 

試験区番号 カルス倒体数発根個体数 x ni 
1¥0.O[ BAP )jAA No.o[ No.of 伺体数 本数(、F均) シュ 卜長

expcn口lcnt mg/Ji. callus routing NO.of Av. ¥)o.o[ Shoot length 

(%) (%) shoots(%) shoots (mm) 

N 0.21 。。 。(0) 21 ( 34) 25 (100) 1~ 3 ( 15) 2~品

.¥[0.22 O 0.5 25 (100) 25 (100) 25 (100) 1 ~ 3 ( 15) 2~白

.¥[0.23 0.5 。 25 (100) o ( 0) 25 (100) 5~23 (10.5) 40~ 

う~() .24 0.5 0.5 25 (100) 。(0) 20 ( 3D) 1~3(4.2) 2~品

No.25 1.0 。 25 (100) o ( 0) 25 (100) 12~24 cl5β) 1o~ 

010.26 1.0 0.5 25 (100) 。(0) 25 (1 (0) 1~ 1O ( 3.9) 25~4o 

計 Total 125 (33.3) 16 (30.7) 145 (96.7) 

各試験区25試料 Eachteιts : 25 Explant日

Condition : WP:vI 'vledium， Sucrose : 20g/ Ji.， Agar: 8g/ Ji. pH: 5.4 

Photo. 2 初代培養のンュート形成(置床後40日目)
l外植体から24本のシュート形成(試験い(N且25)

目。sultsof shoot formation in 1stιeneration 40 day 
after replanti'I"，.(21 shoots furmed by a explants.) 
Conditiomn:WAP midium， BAP Img/ J!， Sucrosc 
20mg/ J!， /¥gar:8g/ 1'， pll:5.4 

Photo. 3 初代培養のゾュート形成(置床後初日日)

外植体から切り離したンュート
Rcsults 01' shoot formatlon III 1st generatlon 10 days 
aftcr replanting. CShoots clividc from cxplanls.l 



73 イヌエンジュの組織培養

初代培養における家系日IJのシュ 卜発午量(移値40口日)

"Jumber of shoot formation in 1st ge了¥eration(after 40 days) 

8mong fivc families 

Table 5 

平均シュート数

A、.sho(一)

:十

Tota 1 

shoot 

シュト発生伺体(1外値体のシュ卜発生量)

Shり01forming'巴xplant

("Jo.of shoot pcr cxplant) 

家系 外柏体数

ドarmllUs¥:0of 

explant 

5.0 

4.0 

11.7 

10.0 

9.6 

20 

24 

35 

20 

135 

4 (8・4・2・6)

6 (3・4・3・5・3・6)

:J (11・12・9)

2 (9・11)

14 (2・16・12・18・13・7・9・13・10・3・6)

(11・19・11) 

弓
υ
ρ
'
口

q
U
Q
L

ワ
di

 

A

B

C

D

E

 

8.1 

各試験区25式料 Eachtc己ts: 25 Explants 

Condition : WPM ¥;Iedium， Suじros巴 20g/f， Agar: 8g/ fI， pH: 5.1 

231 29 33 計 Total 

ンュ トのその他の家系ではそれほど大きな違いは見られなかった。り，特にA及びB家系で少なく，

シュート本数νュー卜本数の少ない外杭休の生育が良好な傾向が認められ，伸長は実測しなかったが，

や生育はホルモンの種類や濃度さらに家系によって異なるものと考えられる。

発根培養3 3 

発根培地に移植後10円目の結果を Tablc6に示した。試験長別の発根率は14.0(ト¥0.31)へ 84.0%

(l¥ 0 .34)であり， NAA単用の低濃度以において良い結果が得られた。また， IBAとの併用[Xでは， 0:0 

34で80.0%と高い発根率を示したが，いずれも:0AA単m区に比べて低い値であった。

根数はl¥Aヘ単用区で平均 6.6本であり， "JAAの低濃度灰において多数認められた。また， 1白人との

しかし，併用い〈ーにおける平均恨数は 3.7~であり， NAAの低濃度との組合せにおいて良好であった。

IBへの併用ばはl¥AA単用l><ーに上ヒベいずれも根数は少ない結果となった。

の 3段階に以分した「太J'1 [1 J I制」目測により恨のいく分については実測は行わなかったが，

また，車問L、ものは短かい傾向にあり， rt程度が最も順化に趨(1もoto.4.)。太いものでは細根が少なく，

したものである。

Table 6に各試験地灰における根の灰分別の個体本数を示した。 rlJ程度のものは='JAA添加区の

l¥o.31， 32試験区で多数認められ， NO.35及び No.36試験反におけるIsAとの併用区は恨の太いものが

多かった。こうしたことからイヌエン νュの発根培養では， N AAO.20mg/ fI以下の単用添加が望まし

最高は E家系のいと考えられる。家系研lの発恨率を Table7に示した。平均発根率は52.3%であり，

このB家系のように全く発根しないものも認められた O

ことから，芳生えを外舶体に用いる場合も，家系の発似性について考慮する必要がある O

73.7%である。家系によって発根率は異なり，
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Tab]e 6 イヌエンジュの発根培養(移相10日目〕

Effect of hormone on Hoot formation during 40 days cultur己

植物ホルモン 恨のレ〈一分

試験区苔号 IIormone 発根個体数 根数(、手均) Sihe of root 

¥口 01 NO.of root NO.ol roots 

expenm巴nt :-IA1¥ II:¥1¥ forming cxplant (1¥v. roots) 太 中 高田

mg/f! (%) Big ¥1cdium Slcndcr 

No.31 0.01 O 21 (84 0) 2~14 (7.8) 13 7 

No.32 0.20 。 18 (72.0) 1~12 (6.3) 2 12 4 

う~o.33 0.50 。 15 (60.0) 1~11 (5.7) 7 4 

'J 0.34 0.01 0.5 20 (自0.0) 2~10 (4.5) 10 9 

:-10.35 0.20 0.5 16 (61.0) 1~ 7 (35) 10 2 4 

?¥: 0.36 0.50 0.5 11 (41.0) 1~ 7 (3.D 8 3 。
計 Total 101 (67.3) 29 44 28 

各試験区25試料 Eacht巴日ts: 25 explant日

恨長5mm以上のものをカウン卜 Houtswith 5mm over in length were countcc! 

Condition : WP¥1 medium， Sucrosc: 20g/ f!， Agar: 8g/ e， pH: 5.1 

3. 4 Jt慎化

Tablc 8に11固化の結果を不した。室内における 14日間の順化中に落葉する個体が認められ， 12.5%が

枯損したが，その他のものでは新葉が展開し同復した。室内順化における用士別の生什率は，パーミユ

キライト灰90%，黒 115<85%であった。枯損の多くは根が充実していない個体が多かった。また， 111員化

室での育成期間中(移植後 3.5ヶ.TlFDの牛一存〆容はパーミユキライト区で70%，黒上区で50%であった。

全体の11固化成功率が60%と低い結果となったが，伺体の発根状態によってもかなり異なる。すなわち順

化に用いた伺休の中には「中」以外の111面化に適さないものも混入していたことも原因の」っと考えられ

る。今後，発恨率のloJ上と併せて恨の発育促進を計るとともに，用上の種類，台菌状態での!順化等の検

オが必要である。

以上イヌエンジュの芽牛えからの組織日養について述べたが， ー般の実生増殖の場合も通[1'1:性，成長

性等遺伝的に優れたものを選抜し，それらの稀 fを用いることが重要であるが， このことは組織培養の

材料についても同禄なことがいえる。

これまで行った名増殖ステージの最も高い値を用いてF電子 l申立から培殖できる幼植体を試算すると

120日後には約 2万本近い幼梢体が作山できることになる (Fig.2.)。すなわち l本の無菌苗を40Ll問初

代培養するとが~160本のンュー卜が形成され( 1シ斗ー卜から 7本の外植体が得られるとして)， これを

40U間シュー卜培養すると約21ふ00本(発生率80%)のシュー卜が得られる。さらに20U間発根培養す

ると約19，300本(発根ヰ¥90%)の幼植体が保られる O この幼植体を順化すると約13，500本(成功率70%)

の荊木生斥が推定される。

今後，九州、|に分布するハ不ミイヌエンジュの遺伝的に優れた個体の大量憎殖を行うためには，本試験

結果をふまえて成木からの組織培養が必要と考えられる。
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a発根良

Goucl rooting 
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PhoLo. 1 発根培養における根の状態(置床後40口口)
太い恨，左から 6番目

中 左から1.2. 1番目

Hesult of rooting formation in 1st generation at 

40 day rcplanting 

Rig size of r口ot:6thfrom left sicle 

MedlUm size of root:lst and 4th from 18ft side 

Photo. 6 順化寄での育成(順化後 l年目)

Hesults of grocth of‘Mαmαrens凶 var.Buergeri 

in Acclimation room 1 year after replantung 

b発根不良

Poor routing 
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Tablc 7. 発桜培養における家系別発根率(移植40日m
Rate of root formcd among fivc families onto rooting 

medium on 10 days after transplantation 
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根長5mm以kのものをカウント

ROClts with 5mm over in length were counted. 

Condition : WPM Mcdum， Sucrosc: lOg/ E， Agar: 8g/ E， pH: 5.4 

34 (52.3) 計 65 

Table 8 イヌエンジュのJl国化

Effect of soil on Acclimation in 

Mαmuren日isvar. suergeri Onucnjyu) 

活希i数

No ベ)fliv日 sccdlings(%)

順化数

i¥Cl.of 

Transplantation 

順化室

Growlh 

cabinct 

室内

lnd口or

用十

30il 

28 (70.0) 36(90.0) 40 l
p
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m
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V
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ノ

20 (50.0) 34(85.0) 40 

18 (60.0) 

室内の結果，移植15日円

Rcsult of indoor : 15 days after transplantation 

JI固化宅の結巣，移植後105日目

Hesult of growlh cabinet in 105-day-i ncu balion 

after transplantation 

70(87.5) 80 Total 
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シュー卜発生培養
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(J60x24) x7 
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21，500 shoots 
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explant) 

19.300 

105 Days 

順 イヒ

Acclimation 

13.500 N ursrv 

80% Shouting 

90%Rootin芯

70%Survival 

Fig. 2 イヌエンジ A の大量増殖

(最適条門下でよ吉養した場合の式算)

lv1a白日 production o[ clonal tree己 uf ivIαmurensis var. Buergeri (inuenjyu) 

77 

(These numbers werc cstimatcd frorn the rnost日uitablcconditiullS 01' thc culture) 
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Clonal rearing of tree species which are 

difficult to cultivate grow by cutting or 

grafting propagation 

-Mααckiααmurensis Rupr. et. Mαxim. vαr. 

Buergeri C.K. Schneid (Jlnuenju)一

Tadao TODA and Masahiro T A.JlMA 

National Forest Tree Breeding Center， 

Kyushu Regional Breeding Office. 

Summary 

79 

Tissue culture of Inuenju， Mααckiιtαmurenas Rupr. et. !I;{αXlm. uar βuergeri C.K 

Schneid， was carried out using the aseptic hypocotyle germinated as explants， and the 

[ormation o[日hootingor rooiing and thc acclimation o[ rooting plants were ex乱mined.

The germination rate of ferlilized se巴don MS medium was 76.0% ， though rates varied 

ar口ongfamilies. The best ratc of shoot formation was 96.7% on WPM medium with 

BAP hormone in the first g巴n己ration. In particular the average number of shoots was 

15.6 on WPM medium with 1.0 mg/ R HAP and the maxirrll.m number of shoots on 

one explant was 24. IIowever the average number of shoots varied among families， 

from 4.0 to 1l.7 shoot日 pcrcxplant. A r口口tf口rrnatl口nrate CJf 84.0% was recogni:wd on 

WPM medium wilh 0.01 mg/ R NAA， th口 root formatic一川 ratc and thc numbcr of roots 

formed W8rc incrcilscd by dccn，asing N 1¥1¥ conccntrations. Thc root formation ratc 

also varicd among famil18s， from 0 to 73.7% (averagc 52.3%). Thc acclimation rate o[ 

rooting plants wa日 70.0%in vcrmiculite medium， though thcir succc日srates varied by 

the condilions of the roots formed. If lissue culture is carried CJut undcr the most suit-

able conditions obtaiηed [rom this白xperiment，estimates arethill. 14，000 tr80S mily be pro 

duced from one cxplant in only 205 days. 




